
く
に
み

【第 ３ ５ 号】

昭和35年８月15日発行

非　売　品

発行所　国 見町公民舘

発行人　 佐 藤 善次郎

編集人　 鈴 木 美 一

印刷所　宇 佐美印刷所

青少年補導員研究集会 明
る
い
社
会
づ
く
り
は

ま
ず
補
導
員
の
勉
強
か
ら

明

る
い
社
会
を

つ
く

る
た
め
、

夏

の
子

ど
も
を

守
る
運
動
を
展

開

中
で
あ
る
こ

と
は
既
報
の
通

り
で
あ
る
が
、

わ
が
国
見
町
で

は
、
更

に
こ
の

運
動
の
効
果
を

あ
げ
る
た
め
、

去

る
素
月
八
日

藤
田
小
学
校
を

会

場
と
し
て
、

関

係
者
特
に
各

部
落

に
設
け
ら

れ
て
あ
る
青
少

年
補
導
員
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
、
高

校
保
護
委
員
、

民
生
（
児
章
）
委

員

等
の
研
究
簗

公
を
開
催
し
た
。

蝠
ま
る
者
百
二
十
余
名
、
午
前
十

時
開
会
式
に
っ

い
で

福
島
大
学
学

芸
学
部
長
平

井
摶
先
生
の
「
明
る

い
桂
会
づ
く
り

と
青
少
年
補
導
」

に
つ
い
て
の
講
演

を
き
き
、
午
後

は
五
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
の
分
科

会
全
体
会
で

話
し

あ
い
、
最
後
に

福
烏
少
年
観
別
所
長
土
居
愛
洽
氏

の
「

青
少
年
開
題
の
現
状
」

に
つ

い
て
の
講
演
を
き
い
て
午
後
四
時

閉
会
と
な
っ

た
。
時
あ
た
か
も
連

日
の
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最

後
ま
で
ほ
と
ん
ど
中
退
す
る
も
の

が
な
か
っ
だ
の
に
は
主
催
者
も
感

激
ｌ
ｆ

い
ろ

わ
が
国
見
町
で
は
、
昨
年
か
ら
三

百
余
名
の
青
少
年
補
導
員

を
設
け

胙
部
落
毎
に
自
主
的
に
青
少
年
の

補
導

に
当
り
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の

効
果

を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
地
区

に
よ
っ
て
そ
の
方
法
や

活
動

に
む
ら
が
あ
り
、
又
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
校
外
補
導
委
員
や
児
童
委
員
、

保
護
委
員
等
と
の
関
係
が
は
っ
き

り
わ

か
ら
な
い
た
め
、
こ
う
し

た

こ
と
に
つ
い
て
研
究
し
よ
う
と
す

る
の
が

今

回

の

ね
ら
い
で
あ
っ

た
。
尚
こ
れ
は
伊
達
保
護
司
会
国

見
部
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、

社
会

福
祉
協
蹟
会
、
民
生
（
皃
童

）

委
員
協
議
会
及
び
公
民
舘
の
各
機

関
が
共
催
し
、
国

見
町
及
び
町
教
・

育
委
員
会
の
後
援
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。

【
写
真
】
平
井
先
生
の
講
演
を
傾

聡
す
る
会
場

（
分
科
会
記
録

は
次
号
に
）

全
員
入
賞
の
「
七
夕
ま
つ
り
」

中
暦
に
協
力
し
た
商
工
会

公

民
舘
提
唱
の
中
暦

お
盆
に
全

面
的
に
賛
成
し
た
町
の
商
工
会
で

は
、
恒
例
の
七
夕
ま
つ
り
も
新
八

月
六
、
七
、
八
の
三
日
開
実
施
し

た
。
こ
の
商
工
会
の
大
英
断
に
こ

た
え
て
近
在
か
ら
の
人
出
も
万
を

数
え
、
飾
り
っ
け
の
レ

ベ
ル
も
特

段
の
進

歩
を
見
、
参
加
者
全
員
入

賞
の
記
録
を
う
ち
立
て
た
。
武
田

商
工
会
長
は
、
喜
び
の
色
を
満
面

に
う
か
べ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
語

っ
た
。

「
こ
う
し
た
見
事
な
成
績

を
見

る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
商
店

街
各
位
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
と
近

郷
消
費
者
各
位
の
愛
町
精
神
の

あ
ら
わ
れ
で
、
両
者
相
ま
つ
て

は
じ
め
て
大
国
見
町

の
建
設
が

成
就
す
る
も

の
と
信
じ
、
慶
祝

に
た
え
な
い
。
」

尚
入
賞
者
氏
名
次
の
通
り

○
町
長
賞

国
見
ラ
ジ
オ
　

鈴
木

ミ
シ
ン
店

○
一
等

佃
や
茶

店
　
　

中
村
床
や

伊
達
中
央
金
庫
　

ほ
が
り
や

○
二
等

ヤ
マ
ト
床

や
　

大
和
田

金
物
店

武
文
商
店
　
　

Ｏ

Ｘ
黒
田
商
店

菅
野
ラ
ジ
オ
店
　

武
田
紙
店

佃
や
酒
店
　
　

佃
や
呉
服
店

丸
善
履
物

店
　

奥
山
こ
う
じ
店

徳
江
農
機
具
店
　

○

卜
肥
料
店

五
十
沢
青
果
店
八
木

や
呉
服
店

梁
川

や
　
　
　

本
家
叶
や

泉
や
酒

店
　
　

小
竹
や
呉
服
店

松
や
菓
子
店
　

沢
や
酒

店

．一
心
堂
　
　
　

藤
田
劇
場

中
の
湯
　
　
　

新
叶
や

愛
染
　
　
　
　

佐
藤
魚
店

○
三
等

奥
山

洋
品
店
　

佐
久
間
履
物
店

庄
司
魚
店
　
　

山
形
や
酒

店

安
彦
八
百
屋
　

湯
木
や

八
巻
術
一
店
　

藤
や
衣
料
店

つ
る
の
や
菓
子
店
　

昭
和
堂

樋
ロ
キ
ヤ
ソ
デ
ー
や
　

斎
川
や

斎
簗
八
百
や
　

森
田
茶

店

ツ
。（

メ
床
や
　

高
砂
や

斎
藤
ラ
ジ
オ
や
　

古
川
魚
店

樋
口
や
　
　
　

春
日
や
酒
店

熊
坂
種
子
や
　

佐
川

金
物
店

国
見
セ
ン
タ
ー
　

東
海
林
魚
店

由
井
時
計
店
　

高
野
薬
局

石
沢
魚
店
　
　

亀
や
菓
子
店

大
枝
や
　
　
　

細
川
家
具
店

い
ず
み
写
真
　

鈴
木
薬
局

○
正
青
果
店
　

斎
藤
写
真
店

武
蔵
や
菓
子
店
　

熊
谷
薬
局

高
橋
時
計
店

○
努
力
賞

武
壮
商
店
　
　

石
田
や

大
内
雑
貨
店
　

佐
久
間
パ
ソ
や

コ
ー
セ
ー
堂
時
計
店

【
写
真
】
目
抜
通

り
の
竿
飾
り

議会だより

七
月
臨
時
町
議
会

国
見
町

農
業
委

員
会
委
員
推
薦

に
つ
い
て
な
ど

審
議

七
月
十
九
日
町
議
会

臨
時
会
が
開

か
れ
、
会

期
は
一

日
議
案
は
洫
の
と
お
り

日
程
第
一
　

伊
達
地
方
衛
生
処

理
組
合
会
議
員
選
挙

に
つ
い

て大
沼
酉
治
、
東
海
林
一
郎
の

両
氏
当
選

日
程
第
二
　

専
決
処

分
に
っ
き

承
認
を
求
め
る
の
件

公
平
委
員
会
の
事
務
を
県
人

事
委
員
会
に
委

託
契
約
す
る

こ

と
と
日
本
学

校
安
全
会

法

の
施
行
に
伴
な
っ
て
小
中
学

校
、
保
育
所
児

童
の
安
全
を

保
証
す
る
掛

金
の
負
担
支
出

行
為

の
た
め
、
昭
和
三
十
五

年
度
町
歳
入
歳
出
予
算
の
追

加
を
急
を
要
し
た
の
で
専
決

し
た
も
の
で
、
原
案

ど
お
り

可
決

日
程
第
三
　

国
見
町
農
業
委

員
会
委
員
推
薦

の
件

佐

藤
新
七
、
菊

圸
政
洽
、
八

島
建
次
郎
、
紺
野
忠
蔵
、
松

浦
市
三
郎
の
五
氏
を
推
薦
と

原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
た

ふじた会

旧新

恩
師
一
堂
に
会
す

九
一

才

の
円

谷
先

生
（
四
倉
）も
参

加

八
月
七
。日
中
暦
七
夕
の
飾
り
っ

け

に
も
ま
さ
る
う
る
わ
し
い
集
い

が
藤
田
小
学
校
に
催
う
さ
れ
た
。

そ
れ
は
現

在

の

校
長
古
宮
先

生
、
前
校
長
蔭
山
先
生
、
並
に
元

職
員
佐
藤
七
郎
〔
現
大
木
戸
校
長
〕

阿
部
チ
エ
子
（
伊
達
出
張
所
芯

諸

氏
の
提
唱
で
、
か
つ
て
同
校

に
在

職
し
た
こ
と
の
あ
る
先
生
方
と
現

在
の
職
員
方
の
交
歓
会
で
、
そ
れ

に
来
賓
と
て

て
歴
代
の
町
長
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
並
に
教
育
長
、
隣
接
校

長
を
加
え
、
総
勢
九
十
余
人
、
中

に
は
今

か
ら
六
十
余
年
前
に
在
職

し
た
と
い
う
円
谷
幀
次
郎
先
生
が

九
十
一
歳
と
い
う
老
体
を
ひ
っ
さ

げ
て
四
倉
町
か
ら
参
加
さ
れ
た
の

を
始

め
、
松
浦
亀
吉
、
阿
部
喜
平

な
ど
大
元
老
も
若
い
先
生
方
に
ま

ざ
っ
て
大
い
に
懐
旧
談
に
花
を
さ

か
せ
た
。
な
に
し
ろ
学
校
創
立
直

後
か
ら
の
先
生
の
集
ま
り
な
の
で

こ
れ
ら
の
先
生
方
の
精
進
努
力
の

積
み
電
ね
が
今
日
の
茴
佃
否
国
見

町
の
発
展
の
基
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
思
う
と
き
、
ま
こ
と
に
有
意

義

な

会

で

あ
っ
た
と
感
ぜ
ら
れ

る
Ｏ
次
に
出
席
者
の
お
名
前
を
列

記
す
る
（

カ
ツ
コ
内
は
旧
姓
）
な

お
現

住
所
を
知
り
た
い
方
は
小
学

校
に
お
問
合
せ
下

さ
い
。

円
谷
槓
次
郎
、
松
浦
亀
吉
、
阿

部
喜
平
、
成
田
滝
美
、
上
田
盈
、

原
田
ヒ
サ
ヨ
（
上
田
）
、
白
鳥
ト

ミ（
斎
藤
）
、
安
倍
蔵
造
、
佐
藤

つ
や
、
渡
辺
（

ツ
ミ
、
阿
部
チ

ヱ
子
、
鈴
木

九
二
八（
渋
谷

）、

中
島
ヨ
ダ
子（
諸
原
）
、
熊
谷
郁

（
大
沼

）、
氏
家
久
仁
夫
、
佐
藤

数
男
、
安
部
喜
代
一
、
清
水

シ

ツ
、
古
川

ア
イ
、
畠
貢
、
佐
久

間
利
秋
、
安
斎
武
、
古
川
松
太

郎
、
須
田
哲
夫
、
佐
藤
栄
、．
三

国
武
雄
、
古
内

シ・
ソ
、
谷
津
貞

子
、
菅
野
時
子
（
宇
佐
美
）
、
高

信
一
雄
、
高
信

シ
ソ
、
半
沢
茂

里
美
、
永
瀬

カ
ノ（

倉
田
）
、
菅

野
正
美
、
水
野
煌
子
（
香
川
俊

子
）、
鈴
木
英
子（
新
井
）
、
熊
坂

修
一
、
阿
部
フ
ミ
、小
坂

金
夫
、

大
泉
昭
治
、
高
橋
伊
蔵
、
蓬
田

吉
次
郎
、・
村
上
直
治
（
高
橋
）、

井
口
三
郎
、
遊
佐
ヨ
シ
、
森
田

鶴
治
（
信
田

）、
栗
城
四
郎
、
後

藤
信
平

、宇
佐
美
周
子（
横
田
）

字
佐
美
澄
夫
、
藤
原

ヱ
ク
（
石

田
）
、

佐
久
間
智
子
、

蔭
山
亮

心
、
牧

野
武
夫
、
早
田
精
、
佐

藤
ヒ
ロ
子
、
阿
部
作
蔵
、
佐
藤

ナ
ツ
、
斎
藤
千
代
、
佐
々
木
治

郎
、
三
品
千
代
（
関
）、
後
藤
保

（
現
職
員

並
に
来
賓
は
省
く
）

【
写
真
】
は
交
歓
風
景

新
農
業
委
員
決

る

（
○
会

長
　

○
副
会
長
）

八

島

昌
（

藤

田

）
　
中

野

正

男
（

同

）

吉

田

重

兵

工
（

山

崎

）
　
松

浦

儀

雄

（

石

母

田

）
Ｏ

八

島

建

次

郎
（

山

崎

）

菊

地

政

治
（

石

母

田

）
　
武

田

文

治

（

藤

田

）
　
後

藤

清

四

郎
（

小

坂

）

佐

藤

栄
（

泉

田

）
　
紺

野

忠

哉
（

同

）

菅

野

秀

明
（

内

谷

）
　
武

田

新

右

工

門
（

森

山

）
　
徳

江

喜

一
（

徳

江

）

佐

久

間

直

次
（

塚

野

目

）
　
佐

藤

新

七
（

徳

江

）
　
谷

口

亀

之

助
（

森

山

）

宍
戸
武
雄
（
森
山
）○
大
沼
酉
洽
（

貝
田
）

村
上
与
惣
平
（
高
掫
）
酒

井
保（

高
城
）
松
浦
市
三
郎（
大
木

戸
）
毛
利
久
（
光
明
寺
）
　
玉
手
金

洽（
西
大
枝
）

後
藤
俊
雄（
川
内

）

鈴
木
幸
吉
へ
川

内
）

果
物
展
示
会
二
つ

そ
の

Ｉ
　石
母
田
展
示
会

石
母
田
果
樹
研
究
会
（
会
長
　

佐

藤
実
氏
）
で
は
八
月
七
日
公
民
舘

で
実
施
、
桃
（
大
久
保
）
り
ん
ご

（
祝

）
計
五
三
点
の
出
品
あ
り
、

入
賞
者
次
の
通
り

桃
の
部
（
四
五
点
）

○
伊
達
青
果
組
合
長
賞

佐
藤
勝

美

○
一
等
賞

菊
地
富
治

○
二
等
賞

・
　
佐
藤
五
兵
工
　

阿
部
重
蔵

○
三
等
賞

斎
藤
　

仲
　
　

菊
圸
　

正

佐
藤
俯
次
郎

○
努
力
賞

藤
田
五
一
　
　

宍
戸
昭
造

佐
藤
利
夫
　
　

佐
藤
　

正

佐
藤
　

実
　
　

斎
藤
昌
義

り
ん
ご
の
部
（
八
点
）

Ｏ

伊
達
果
実
組
合
長
賞

佐
藤
瑞
雄

○
三
等
賞
　

佐
藤
冨
雄

［
写
真
］

は
会
場
風
景

そ
の
二

国
見
町
展
示
会

八
月
十
日
青
年
研
修
所
で
実
施
、

桃
三
五
点
、
り
ん
ご
三
二
点
計
五

七
点
の
出
品
あ
り
、
入
宦
者
次
の

通
り桃

の
部
（
三
五
点
）

○
特
賞
（
国
見
町
賞
）

市
川
武
雄
（
森
山
）

古
内
忠
一
　（
内
谷
）

○

優
等
賞
（
県
園
芸
協
会
長
賞
）

渡
辺
初
太
郎
（
光
明
寺
）

仝
　

（

桑

折

国

見

地

区

員

改

普

及

会

賞

）

高

野

初

雄

（

鳥

取

）

酒

井

粂

吉

（

高

城

）

仝
　

（

指

導

所

長

賞

）

谷

津
　

勝

（

大

木

戸

）

○

一

等

賞

谷

口

龍

一

（

森

山

）

佐

藤

三

郎

（

大

防
じ

○

二

等

賞

幕

田

政

雄
（

内

谷

）
　
黒
ｍ

武

次
（

泉

田

）
　
赤

坂

弘
（

内

谷

）

林

元

治
（

鳥

取

）
　
佐

藤

角

治

（

石

母

田

）

佐

藤

光

助

（

森

申

）

佐

藤

右

作
（

高

城

）
　
鈴

木

伝

治
（

川

内

）

滝

川

長

左

工

門
（

藤

田

）

り

ん

ご

の

部

（

三

二

点

）

○

優

等

賞

（

県

園

芸

協

会

長

賞

）

斎

藤

朝

治

（

貝

田

）

○

仝
　
　

（

普

及

所

長

賞

）

松

浦

一

次

（

森

山

）

○

一

等

賞

（

組

合

長

賞

）

武

田
　

孟

（

森

山

）

斎

藤

忠

太

郎

（

貝

田

）

斎

藤

劼

吉

（

徳

江

）

○

二

等

賞

多

勢

恒

夫
（

森

山

）
　

佐

藤

昌

介
（

森

山

）
　
黒

田

武

夫

（

泉

田

）

遠

藤

リ

ソ
（

光

明

寺

）

渋

谷

貞

一
（

仝

）

○

豊

作

に

み

ん

な

そ

ろ

つ

て

ま

ず

健

康
…
…
…
運

動

会

近

づ

く



夏
休

特
集

森 江 野 小

摺

上

川

畔
（
茂

庭
）
で

林
間

学

校

：
二

ヶ
月
前
か
ら
準
備
７
・

（
林

間

学

校

訪

問

記
）

森
江
野
小
学
校
で
は
七
月
二
十

三
日
か
ら
三

日
間
、
茂
庭
小
学
校

滝

野
分
校
で
林
間
学
校
を
開
設
し

た
。参

加
者
は
六
年
生
全
員

、
先
生

方
も
日
宿
直
を
除
き
全
員
で
指
盾

に
当

ら
れ
た
。
幸
い
連
日
の
好
天

に
め
ぐ
ま
れ
、
成
功
裡
に
終
了
す

る
こ

と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
ま
で

に
も
っ
て
来
る
た
め
先
生
方

は
、

七
月
は
じ
め
か
ら
現
地
調
査
や
脊

渉
に
と
り
か
か
り
、
輸
送
計
画
や

班
編

成
、
事
前
指
導
と
長
期
に
わ

た
る
詳
細
な
計
面
の
も
と
に
、
い

ろ
い
ろ
の
準
備
を
す
す
め
て
来
た

と
い
う
。
こ
う
し
た
教
育
的
配
慮

が
十
分
に
な
さ
れ
て
こ
そ
、
そ
の

効
果
は
増
大
す

る
も
の
で
あ
る
。

開
校
式
に
、
町
教
委
か
ら
春
日

教
育
長
の
臨
席
が
あ
っ

た
こ
と
ふ

職
員
児
童
に
と
っ
て
大
き
な
感
激

を
あ
た
え
、
は
げ
ま
し
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
茂
庭
の
清
浄
な
空

気
を
存
分

に
呼
吸
し
、
摺
上
の
清

流
に
心
身
を
ぎ
ょ
め
な
が
ら
過
し

た
三
日
間
の
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
ノ
記

録
を
た
ど
つ
て
き
い
て
み

る
。

第
一
日
　

開
校
式
、
昼
ね
、
歌

と
ゲ

ー
ム

第
二
日
　

朝
の
（

イ
キ
ン
グ
（

発

電
所
見
学
）
屁
ね
、
水
泳

つ
り
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
第
三
日
　

大
掃
除
、
水
泳
、
反

省
会

、
閉
校
式

こ
の
ほ
か
、
自
由
時
間
を
設
け

て
、
班
活
動
を
し
た
り
反
省
記
録

を
書
い
た
り
す
る
時
間

と
し
た
。

又
こ
の
三
日
間
の
生
活
を
楽
し

い
な
か
に
も
規
律
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
、
各
班
毎
に
リ

ー
ダ
ー

花
火

、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、

ゲ

ー
ム
、
配
給
。
炊
事
、
整
理
な

ど
の
係
を
き
め
、・
と
く
に
炊
事
係

は
二
人
づ
つ
交

代
し
て
全
員
当

る

こ
と
に
し
た
。

自
分
た
ち
で
川
原

の
石
を
積
ん

だ
か
ま
ど
で
ご
は
ん
を
た
い
た
り

お
汁
々
に
た
り
、
ほ
ん
と
う
に
ほ

お
え
ま
し
い
風
景
で
あ
り
、
先
生

方
も
一
人
づ
つ
各
班
に
入
っ
て
、

食
事
を
共
に
し
た
こ
と
は
、
お
互

い
の
親
し
み
を
深
め
、
あ
た
た
か

い
ふ
ん
い
き
を
作
る
の
に
非
常
に

役
立
つ
た
と
い
う
。

こ

の
施
設
が
子

ど
も
た
ち
に
、

ど
ん
な
影
響
を
あ
た
え

た
か
、
Ｋ

君

と
Ｂ

さ
ん
の
日
記
に
よ
っ
て
う

か
が
つ
て
み

る
っ

犹
君

の
日
記

二
十
三
日
（

土
）
晴

わ
た
く
し
た
ち
の
喜
び
と
楽
し
さ

を
の
せ
た
バ
ス
が
滝
野
分
校
前
に

着
い
た
の
は
十
時
半
頃

た
っ
た
。

開
校
式
も
終
り
、
い
よ
い
よ
わ
た

く
し
た
ち
の
林
間
学
校
の
生
活
が

始
ま
っ
た
。
最
初
に
ぶ
っ
っ
か
っ

だ
の
は
夕
食
の
炊
事
当
番
で
す
。

う
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
仕
事
な
の

で
、
楽
し
い
な
か
に
も
心
配
し
ま

し

た
が
、
先
生
の
ご
指
導
で
、
お

り
あ
い
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。
食

事
が
終
る
と
、
夜
の
部
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

各
班
に
わ
か
れ
て
し
り

と
り
、
小

石
送
り
、
手

ぬ
ぐ
い
と
り
な
ど
の

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
み

ん
な
に

こ
に
こ
と
し
て
時
間
の
た
っ
の
も

忘

れ
て
あ
そ
び
ま
し
た
。

ね

る
時
の
楽
し
さ
も
ま
た
か
く

別
で
し
た
。
友
だ
ち
と
み

ん
な
で

ね
る
の
が
は
じ
め
て
の
せ
い
か
、

な
か
な
か
ね
っ
か
れ
な
い
人
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
楽
し

く
過
す
た
め
に
約
東
を
守
り
、
あ

す
の
（

イ
キ
ン
グ
を
ゆ
め
見
な
が

ら
ね
む
り
に
入

り
ま
し
た
。

二
十
四
日
（

日
）

つ
か
れ
て
い
た
が
起
床
は
六
時

と

な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
い
づ
が
な

る
と
す
ぐ
と
び
起
き
、
す
早
く
あ

と
か
た
づ
け
を
し
た
。
朝
の
す
み

き
っ
だ
空
気
を
す
い
な
が
ら
、
各

班
で
持
物
を
用

意
し
、
川
原
に
出

る
。
二
度
目
の
炊
事
な
の
で
き
の

う
よ
り
も
う
ま
く
な
っ

た
よ
う
で

す
。
朝
飯
が
す
む
と
（

イ

キ
ｙ

グ

で
す
。
５
わ
さ
以
上
に
す
ぱ
ら
し

い
景
色
で
す
。
大
き

な
岩
、
き

れ

い
な
石
、
す
ぎ
と
お
っ

だ
水
、
そ

し
て
滝
、
み
な
自
然
の
美
し
さ
で

す
。
そ
ん
な
美
し
い
景
色
に
見
と

れ
な
が
ら
進

ん
で
行
く
と
発
電
所

に
っ
き
ま
し
た
。
発
電
の
よ
う
す

を
も
少
し
見
た
か
っ

た
が
、
つ
ぎ

の
日
程
の
都
合
で
分
校
に
引
あ
げ

ま
し
た
。Ｂ

・
さ

ん

の

日

貼

お
い
し
い
赧
ご
は
ん
を
食
べ
、
昼

ね
が
す
ん
で
か
ら
、
水
着
や
夕
食

の
道

具

を
持
っ
て

川

原
に
行
っ

た
。
荷
物
を
本

部
旗
の
所
に
お
い

て
、
水
泳
を
は
じ
め
た
。
牧

野
先

生
の
ご
指
導
で
準
備
運
動
を
行
な

い
、
静

か
に
水
に
入

る
。
山

の
水

は
青
く
す
み
、
ち
よ
っ
と
冷
た
く

感
じ
た
が
す
ぐ
な
れ
た
。
男
の
先

生
方
も
全
部
い
っ
し
よ
に
入
ら
れ

た
。
み

ん
な
思
い
思
い
の
泳

ぎ
方

で
気
持

よ
さ
そ
う
に
泳
い
で
い
る

が
、
わ
た
く
し
は
少
し
し
か
泳
げ

な
い
。
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ

い
た
ら
よ
ほ
ど
う
ま
く
な
っ
だ
の

で
う
れ
し
く
な
っ
た
。
一
時
間
ほ

ど
遊
ん
で
夕
食
の
準
備
に
と
り
か

か
っ

た
。
飯
ご
５
の
ご
は
ん
た
き

も
三
回
目
な
の
で
大
分
な
れ
て
う

ま
く
な
っ
た
。
な

べ
に
は
カ
レ
ー

汁
を
作
っ
た
。
み
ん
な
汗

を
流
し

な
が
ら

Ｉ
生
け

ん
め
い
で
す
。

夕
食
が
す
ん
で
い
よ
い
よ
キ
ヤ

ソ
ブ
フ
ア
イ
ヤ
ー
だ
。
私
た
ち
は

ゆ
か
た
を
着
て
校
庭
に
出
て
大
き

く
崘
を
作
っ
た
。
火
の
神
に
祈
り

を
さ
さ
け
て
か
ら
野
営
長
の
牧
野

先
生
の
合
団
で

ヴ
キ
に
パ
ツ
と
火

が
っ
い
た
。
メ
ラ
メ
ラ
と
も
え

あ

が
る
火

の
光
で
あ
た
り
は
晟
の
よ

う
に
明

る
い
。
阿
部
先
生
の
司
会

で
歌

を
歌
っ
た
り
、
物
ま
ね
し
た

り
、
子
供
盆
踊
り
な
ど
を
し
た
。

先
生
方

は
イ
ソ
デ
イ
ア
ｙ

の
ま
ね

を
し
た
が
、
腰
を
ふ
り
ふ
り
踊
る

そ
の
か
っ
こ
う
を
見
て
み
ん
な
で

腹
を
か
か
え
て
大
笑
い
し
た
。
最

後
に
残
り
火
を
か
こ
み
、
み
ん
な

で
腕
を
く

ん
で
「
螢
の
光
」
や
校

歌
を
歌
っ
た
感
激
は
、
い
つ
ま
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な

る

こ
と
だ
ろ
う
。

【

写
真
】
楽
し
い
川
原
で
の
食
事

藤田小

効
果
的

た
っ

た

リ
ー
グ
大
養
瑜
講
習

グ
ル
ー
プ
活
動

に
大

き
な
役
割

藤
田
小
学
校
で
は
、
例
に
よ
っ

て
夏

休
み
に
入
る
前

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
役
員
会
を
恫
き
、
休
み
中
に
お

け
る
子

ど
も
ａ

指
導

に
つ
い
て
語

り
合
い
、本
年
は
特
に
、
子

ど
も
た

ち
の
自
主
的
な
活
動

を
促
が
し
、

そ
の
計
画
性
、
社
会

性
を
養
な
う

た
め
、
部
落
単
位
の
子

ど
も
会
を

つ
く
り
、
更

に
班
単
位
の
小
団
恬

動
を
す
す

め
る
と
い
う
基
本
態
度

を
決
定
し
た
。

ご
の
線

に
そ
っ
て
、
学
校
で
は

宿
泊
講
習
を
含
む
数
回
の
リ
ー
グ

１
講
習
会
を
開
い
て
、
内
部
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
一
方
、
部
落
補

導
員
の
組
織
を
強
化

し
、
徹
底
的

な
子
ど
も
会
の
育
成
に
当
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
子
ど

も
た
ち
は
、
各
垉
域
ご
と
に
ま
と

ま
っ
て
計
画

を
立
て
、
自
分
た
ち

の
力
で
実
行
に
う
っ
そ
う
と
努
力

す
る
。
そ
れ
に
対
し
補
導
員
も
よ

く
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
絡
を
と
り

更

に
地
域
の
父
兄
た
ち
の
協
力
を

得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性

を
活
か
し
、
創
意
工
夫
に
よ
っ
て

い
づ
れ
劣
ら
ぬ
名

案
で
そ
の
地
域
の

子
ど
も
会
の
育

成

に
努
め
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
従
来

と
か
く
お
ち
い
り

が
ち
で
あ
っ
た
大

人
の
た
め
の
子
ど

も
会
か
と
思
わ
れ

る
指
導
意
識
過
剰

や
、
な
げ
や
り
の

指
導
貧
困
は
全
然

見
ら
れ
な
い
そ
う

だ
。次

に
今
年
の
子

ど
も
会
の
特
徴
と

思
わ
れ
る
点
を
二

三

拾
っ
て
み

る
。

１
、
子
ど
も
会
を

小
団
組
秘
（

班

及
び
部
落
単
位

）
に
よ
る
常
時
活
動

に
重
点
を

お
き
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
会

、
勉
強
会

、
た
の
し
み
会
、
奉

仕
作
業
な
ど
は
毎
日
と
こ
に
い

っ
て
も
見
ら
れ
る
。

２

、
部
落
単
位
の
行
事
も
よ
く
行

な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
て

い
補
導
員
を
中
心
と
し
た
親
だ

ち
も
参
加
し
、
到
る
と
こ
ろ
に

ほ
お
え
ま
し
い
親
子
行
事
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
半
田
山
や
坂

町

観
音
へ
の
（

イ
キ
ン
グ
、
高

子
沼
へ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
写

生
会
、
た
の
し
み
会
な
ど
み
な

親
子

づ
れ
で
あ
る
よ
う
だ
。

３

、
青
年
研
修
所
を
利
用
し
て
の

子
供
会
も
よ
く
行
わ
れ
た
。
し

か
も
勉
強
や
レ
タ
リ
ェ
ー
シ
ョ

ソ
、
入
浴

、
食
事
な
ど
の
行
事

が
よ
く
計
画
さ
れ
、
実
施
さ
れ

て

Ｉ
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
効
果

を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
子
ど

亀
た
ち
の
た
め
ば
か
り
で
な
く

親
た
ち
の
た
め
に
も
大
き
な
勉

強

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
は

ま
こ

と
に

結

構

な

こ
と
で
あ

る
Ｏ

４

、
小
学
校
の
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
中
学
校
の
生
徒
や
幼
児
ま

で
も
含
め
た
青
少
年
補
導
活
動

に
ひ
ろ
が
っ
て
き
た
こ
と
も
木

年
度
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
大
町

南
部
落
で
は
、
春
か
ら
補
導
員

会
が
中
心
に
な
っ
て
子
ど
も
会

や
毋
の
会
を
育
成
し
、
子

ど
も

の
日
や
母
の
日
の
行
事
を
す
す

め
て
き

た
が
、
夏
休
み
に
な
っ

て
は
親
子
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
試

合
、

キ
ヤ
ｙ

プ

（
二
回
）
だ
の
し
み
会
な
ど
い

づ
れ
も
小
中
合
同
で
や
っ
て
い

る
Ｏ

【

写
真
】
朝
の
ラ

ジ
オ
体
操

犬.木 戸 小 (キャンプ 村訪問記)

湖畔にもえヽ あがる キャンプ ファイヤー

七
月
二
十
三
日
、

夕
も
や
せ
ま

る
半
田
山
へ
、
自
転
車
を
押
し
て

登
る
。
途
中
自
転
車
を
捨
て
、
つ

づ
ら
折
り
の
急
坂
を
過
ぎ
て
新
沼

の
ほ
と
り
に
出
る
。

静

か
に
ね
む
ら
ろ
う
と
す
る
湖

畔
の
松
林
の
彼
方
、
此
方

に
、
二

？
三
つ
、
五
つ
、七
つ
、
向
い
も
の

が
ク
ッ
キ
リ
と
浮
ん
で
見
え
る
。

小

さ
な
ざ
わ
め
き
が
耳
に
入
る
。

キ
ャ

ン
プ
村
は
、
今
ち
よ
５
と
夕

食
の
時
刻
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

テ

ン
ト
の
前
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り

自
分
た
ち
で
作
っ
た
世
界
一
う
ま

い
ご
ち
そ
う
に
舌
っ
づ
み
を
う
っ

て
い
る
。
ほ
’ん
と
５

に
楽
し
い
夕

食
の
「

時
で
あ
ろ
う
Ｏ

先
生
方
の
テ
ン
ト
に
近
付
く
。

あ
わ
た
だ
し
い
炊

事
指
導
を
終
え

て
ほ
っ
と
ひ
と
い
き
、
こ
れ
か
ら

食
事
に
と
り
か
か
ろ
う
と
す
る
先

生
方

に

「
先
生
、
僕
た
ち
の
班
で
作
っ
た

汁
で
す
。
」

「
先
生
、
私
の
班
で
作
っ
た
も
の

を
食
べ
て
下
さ
い
。
」

と
た
ち
ま
ち
ご
ち
そ
う
が
集
っ
て

来
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
さ
ん
も
に

こ
に
こ
し
て
、
受
け
こ
た
え
し
て

い
る
。
い
そ
ぎ
足

で
登
っ
て
き
た

私
の
腹

は
、
え
ん
り
よ
な
く
こ
の

す
ば
ら
し
い
ご
ち
そ
５
を
い
た
だ

食
事
の
合
間
に
語
る
佐
藤
校
長

旡
生
の
こ
と
ば

「
六
年
生
全
員

六
十
一
名
で
す

か
ら
に
ぎ
や
か
で
す
し
、
指
導

も
な
か
な
か
骨
が
折
れ
ま
す
。

し
か
し
、
子
供

た
ち
が
、
こ
う

し
た
原
始
的
生
活
の
中
で
、
す

べ
て
を
自
分
た
ち
の
手
で
や
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
現
実
の
生

活
を
体
験
し
た
こ
と
は
、
子
供

た
ち
の
将
来
に
と
っ
て
偉
大
な

る
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
と
信
七

ま
す
。
教
室
で
協
力
と
か
共
同

と
か
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
よ

り
も
、
こ
う
し
た
生
活
を
と
お

し
て
行
な
わ
れ
る
教
育
的
効
果

の
方
が
何
倍
か
大
き
い
と
信
じ

ま
す
。
」

こ
ん
な
会
話
の
う
ち
に
も
夕
や

み
は
刻
々
と
迫
り
、
各
班
の
食
事

の
後
始
末
も
終
え
、
や
が
て
来
る

キ
ヤ
ソ
プ
フ
ア
イ

ヤ
ー
の
準
備
隘

い
そ
が
し
い
。
あ
ち
ら
で
は
（

Ｉ

モ

ニ
カ
、
こ
ち
ら
で
は
ア
コ
ー
デ

オ
ソ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
、
出
し

も
の
の
け
い
こ
で

Ｉ
し
き
り

に
ぎ

わ
う
中
を
、
一
泊
し
た
い
気
持
を

お
さ
え
て

Ｉ
人
さ
び
し
く
下
山
の

途
に
つ
い
た
。
　
　

（

鈴
木

生
）

ｔ
Ｉ

Ｊ
坂

丶
Ｉ

Ｊ

全
員
参
加
で
楽
し
い
旅
を
…

夏
季
施
設
に
か
も
う

大
型
バ
ス
二
台
に
分
乗

し
た
百
三
十
名
の
一
行
は
、
早
朝

六
時
学
校
を
出
発
、
風
光
明
眉
の

阿
武
隈
ラ
イ
ン
を
下
り
、
丸
森
を

通
っ
て
松
川
浦
に
到
着
、
灯
台
見

学
べ
中
州
で
の
汐
干
狩
、
原
釜
で

酊
水
浴

と
時
間
の
た
っ
の
も
忘
れ

て
の
だ
の
し
い
一
日
で
し
た
。
晴

天
に
め
ぐ
ま
れ
、
い
さ
さ
か
の
事

故
も
な
く
、
山

の
子
ど
も
に
と
っ

て
何
も
の
に
も
ま

さ
る
有
意
義
な

一
日
で
あ
っ
た
と
、
父
兄
の
一
人

と
し
て
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
。

夏
休
み
に
、
こ
の
よ
う
な
夏
季

施
設
を
も
た
れ
る
目
的
は
、
日
常

学
校
内
や
地
区

内
の
生
活
に
と
ぢ

こ
も
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、

で
き
る
だ
け
広
い
社
会
を
経
験
さ

ぜ
て
や
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
子
ど
も
が
集
団
生
活

を
と
お
し
、
見
聞
を
ひ
ろ
め
、
強

烈
な
紫
外
線
の
下
で
、
思
う
存
分

心

身

を

き

た

え

る

と

こ

ろ

に

大

き

な

囂

義

が

あ

り

ま

し

よ

う

Ｏ

で

す

か

ら

、

要

は

全

員

参

加

と

い

う

こ

で

す

。

経

済

的

理

由

で

の

不

参

加

は

一

人

で

も

な

い

よ

う

、

あ

ら

ゆ

る

手

段

を

講

じ

た

い

も

の

で

す

。

海

に

行

く

の

だ

か

ら

海

水

着

だ

帽

子

だ

、

靴

だ

お

菓

子

だ

と

な

っ

て

く

る

と

、

親

の

負

担

が

大

き

く

な

っ

て

む

せ

て

き

ま

す

。

学

校

で

も

、

こ

ん

な

と

’こ

ろ

に

力
を
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
よ

う
で
す
。

来
年
も
ま
た
各
学
校
で
夏
季
施

設
が
も
れ
た
る
で
し
よ
う
。
い
や

ぜ
ひ
も
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。
親
た
ち
は
よ
く
よ
く
こ
の
点

を
考
え
て
、
持
て

る
も
の
も
持
た

ざ
る
も
の
も
平
等
の
気
持
で
参
加

さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
た
い
も

の
で
す
。

又
、
た
っ
。だ
一
日
で
は
も

の
た

り
な
い
、
来
年
は
宿
舎
に
と
ま
っ

て
ゆ
っ
く
り
遊
び
た
い
と
い
う
子

ど
も
が
た
い
へ
ん
多

か
っ
た
よ
う

で
す
。
学
校
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
よ
く

相
談
し
て
、
そ
の
企
画
の
面
で
も

っ
よ
工
夫
し
、
ほ
ん
ど
う
に
だ
の

し
い
、
愉
快
な
海

の
学
校
、
山
の

学
校
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
。
（
Ｋ
・
Ｓ

生
、父
兄
）

【
写
真
】
楽
し
い
貝
と
り
風
景

（

お
わ

び
　

編
集
の
都
合
で
発
行
が
お
く
れ
ま
こ
と
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
　

．係
　

）

○

夜

の

外

出

は

と

か

く

事

故

の

も

と
…
…
…
な

る

べ

く

早

く

帰

り

ま

し

よ

う
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